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天然量差し引き減少 新潟県のセシウムマップ 東京新聞 2011 年 11 月 29 日

文部科学省が航空機モニタリングで作成している放射性セシウムの蓄

積量マップ。先月と今月の発表分を身比べると、新潟県の蓄積量がぐっ

と減った。マップに含めてしまっていた天然の放射性物質の量を引いた

ためだ。「魚沼のコメが風評被害に遭う」と県が文科省に改善を求めてい

た。

Ｑ 新潟県内の数値はどれくらい下がったの。

Ａ 一平方メートルあたり３万～１０万ベクレルとされた地域はなくな

り、ほとんどの地域がマップでも最も低い同１万ベクレル以下になった。

「おいしいおコメ」で有名な魚沼地方では、山岳地帯は同１万～３万ベクレルの場所があるが、水田

は福島第一原発事故の影響をほとんど受けていないようだ。

Ｑ 文科省は以前から天然の放射性物質の影響を除いていると説明していた。

Ａ 鉱物に含まれる放射性のカリウムやトリウム、ウラ

ンが自然界に存在し、放射線を出している。影響を除い

ていたが、十分でなかった。

今月から、天然の放射性物質の影響をコンピューター

に分析させるようになった。新潟県は「地上で測定した

数値とほぼ同じになった」とほっとしている。東京都の

奥多摩や埼玉県の秩父地方の山間部でも数値が低くな

った。

Ｑ そもそも、航空機モニタリングのマップを信頼して

よいのか。

Ａ 全体的な汚染状況はあっている。国内の汚染状況が

どのような状態にあるか、おおまかな把握に使うとよい

だろう。

ヘリコプターを飛ばし、上空から、直径３百～６百メ

ートルという広い範囲で測定し、放射線の数値を出して

いるので誤差がある。誤差は平野部で２割程度、山間部

では５割程度、多いところもある。また、ホットスポッ

トの存在は分からない。地上で測定している数値がある

なら、そちらの方が正しい。
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品目 産地 セシウム 134 セシウム 137 放射性セシウム合計 検査日

（単位：ベクレル／ｋｇ）

魚

アユ 新潟県 阿賀町 セシウム合計 49 49 2011 年 7 月 4 日

イワナ（可食部） 新潟県 阿賀町 セシウム合計 16.1 16.1 2012 年 5 月 16 日

イワナ（内臓） 新潟県 阿賀町 セシウム合計 5.3 5.3 2012 年 5 月 16 日

コイ（可食部・内臓とも）新潟県 新潟市 セシウム合計 不検出 不検出 2012 年 5 月 2 日

フナ（可食部） 新潟県 新潟市 セシウム合計 11.4 11.4 2012 年 4 月 23 日

フナ（内臓） 新潟県 新潟市 セシウム合計 不検出 不検出 2012 年 4 月 23 日

ヤツメウナギ 新潟県 新潟市 セシウム合計 不検出 不検出 2011 年 12 月 23 日

マダイ（内臓部） 新潟県 新潟西港 セシウム合計 21 21 2012 年 6 月 6 日

野生きのこ

シノヌメリイグチ 新潟県 湯沢町 170 280 450 2012 年 10 月 18 日

ウラボシホテイシメジ新潟県 阿賀町 不検出 22 22 2012 年 11 月 6 日

アミタケ 新潟県 阿賀町 11 16 27 2012 年 10 月 10 日

ヌメリイグチ 新潟県 阿賀町 5.4 13 18 2012 年 10 月 2 日

クロゲナラタケ 新潟県 湯沢町湯沢 22 47 73 2012 年 10月 24日

クロゲナラタケ 新潟県 湯沢町三国 4.9 14 19 2012 年 10 月 24 日

ハナイグチ 新潟県 湯沢町三国 5.9 11 17 2012 年 10 月 24 日

ブナハリタケ 新潟県 湯沢町 3.5 18 22 2012 年 10 月 12 日

ハナイグチ 新潟県 妙高市 15 40 55 2012 年 10 月 15 日

ハナイグチ 新潟県 妙高市 8.7 29 38 2012 年 10 月 19 日

ナラタケ 新潟県 湯沢町神立 3.2 16 19 2012 年 10 月 22 日

キツブナラタケ 新潟県 南魚沼市 13 33 46 2012 年 10月 26日

キツブナラタケ 新潟県 十日町 20 30 50 2012 年 10月 26日

ハツタケ 新潟県 胎内市 5.7 9.6 15 2012年 10月 22日
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新潟県 農地土壌 の 放射性セシウム

2011 年 11 月調査 2012 年 4 月調査

セシウム 134 セシウム 137 合計 セシウム 134 セシウム 137 合計

（単位：ベクレル／ｋｇ） （単位：ベクレル／ｋｇ）

新潟市（西蒲地区） 不検出 13 13 → 不検出 14 14

上越市（上越地区） 不検出 15 15 → 不検出 14 14

長岡市（長岡地区） 不検出 11 11 → 不検出 11 11

新発田市（新発田地区） 不検出 20 20 → 不検出 22 22

南魚沼市（六日町） 20 32    52  → 45 71 116

【出典】

東京新聞 2011 年 11 月 29 日 朝日新聞 2011 年 10 月 13 日

土壌中に含まれる放射性ストロンチウム分析結果について

http://www.pref.niigata.lg.jp/housyanoutaisaku/1333659681473.html

阿賀野川流域の底質（泥・砂等）の放射能測定結果

阿賀野川沖合の海底土等の放射能測定結果

http://www.pref.niigata.lg.jp/HTML_Article/193/602/20120607_besshi,0.pdf

―野生きのこの放射性物質の検査結果について 新潟県 2012 年 11 月 21 日公表

http://www.pref.niigata.lg.jp/syokuhin/1346706050049.html

県内農地土壌の放射性物質調査の結果がまとまりました

http://www.city.minamiuonuma.niigata.jp/uploaded/attachment/6670.pdf


